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１．はじめに 

当社は、平成２４年３月９日に経済産業省原子力安全・保安院長より受領した「東京

電力株式会社柏崎刈羽原子力発電所における計測制御設備の保守管理不備に係る対応つ

いて（指示）」（平成 24･03･09 原院第 2 号）（以下、「本指示文書」という。）により、以

下の事項について報告するよう指示を受けた。 

 

１．柏崎刈羽原子力発電所第２号機、第３号機及び第４号機に対する保安検査におい

て確認された点検間隔を超過している計器等のうち、保安規定でプラント停止中に

機能要求がある系統に属する計器等に対しては、速やかに健全性の確認及び安全性

への影響評価を行い、平成２４年３月１６日までに当院に対して報告することを求

めます。 

２．１．の他に、柏崎刈羽原子力発電所第２号機、第３号機及び第４号機において、

プラントの長期停止により保全が要求される機器等の全てについて、点検計画が立

案されていない機器等及び立案されているが当該計画に基づく点検間隔を超過して

点検が行われていない機器等がないかを確認し、平成２４年４月９日までに当院に

対して報告することを求めます。 

 

本報告書は、本指示事項のうち１．柏崎刈羽原子力発電所第２号機、第３号機及び第

４号機において保安規定でプラント停止中に機能要求がある系統に属する計器等につい

て健全性の確認及び安全性への影響評価を行い、その結果を報告するものである。 
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２．対象設備 

健全性の確認及び安全性への影響評価を行う対象設備は平成２３年度第４回保安検

査（平成２４年２月２７日～平成２４年３月９日まで）において確認された柏崎刈羽

原子力発電所第２号機、第３号機及び第４号機（以下、「２号機、３号機及び４号機」

という。）で点検間隔を超過した計器等のうち、保安規定でプラント停止中に機能要求

がある系統に属する計器９３台（２号機：８台、３号機：３６台、４号機：４９台）

とする。 

 

表１ 点検間隔を超過した計器の内訳（太枠内が今回の対象設備） 
 

主要な計器で点検間隔の 

目安を過ぎた計器の内訳 
対象 

号機 
全計器数 

追加点検・ 

校正対象※１ 

計器数 

主要な計器※２ 

で点検間隔の 

目安を過ぎた 

計器 

停止中に 

機能要求の 

あるもの※３ 

停止中に 

機能要求の 

ないもの 

２号機 約 7,500 台 約 3,000 台 49／348 台 8／40 台 41／308 台 

３号機 約 7,500 台 約 3,000 台 297／364 台 36／77 台 261／287 台 

４号機 約 7,700 台 約 3,000 台 358／387 台 49／52 台 309／335 台 

合計 約 22,700 台 約 9,000 台 704／1,099 台 93／169 台 611／930 台 

※１：プラント停止中に機能要求のある系統に属する計器で劣化（ドリフト）要因のあるもの 

※２：「保安規定の条文の記載において機能が要求される計器」及び「保安規定上必要な定例試験で

使用している計器」 

※３：「保安規定の条文の記載において機能が要求される計器」及び「保安規定上必要な定例試験の

判定基準に使用している計器」（平成２４年３月９日時点） 

 

３．健全性の確認方法 

  ２号機、３号機及び４号機において点検間隔を超過した計器等のうち、保安規定で

プラント停止中に機能要求がある系統に属する計器９３台について、以下の方法によ

り健全性の確認を実施する。 

（添付資料－１） 

（１）計器の点検方法 

計器の点検は単体を基本に実施し、校正前データを取得する。なお、計器の仕様

により検出器と受信器のように一体のものとして扱わなければならない計器につい

ては組み合わせて点検を実施し、校正前データを取得する。 

（２）計器の点検による健全性確認 

   「２．対象設備」については「（１）計器の点検方法」に基づき原則速やかに点検

を実施し、その結果については以下のとおり評価し、健全性を判定する。 

① 点検の結果、計器単体または組み合わせの校正前データが許容精度内であれば、

点検による評価結果を「良」とし、当該計器は「健全性問題なし」と判定する。 

② ①による点検の評価結果が「良」とならない場合、点検による評価結果を「否」

とし、当該計器は「安全性への影響評価要」と判定する。 
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（３）速やかに点検を実施できない計器の取り扱い 

   「２．対象設備」のうち、体積式流量計（全５台。２号機１台、３号機２台、４

号機２台）については、通常、分解点検により健全性を確認しているが、分解点検

後に取り替える消耗品の調達に時間を要するため、速やかに分解点検を実施するこ

とができない。このため、後述のとおり安全性への影響評価を実施するとともに、

消耗品調達後速やかに分解点検を行う。 

なお、当該流量計は歯車を用いた機械品にて構成されており、回転軸の摩耗やゴ

ミの噛み込み等が生じた場合には計測できなくなるが、前回点検以降、欠測または

不調となった実績はなく、正常に作動していると考える。 

また、分解点検まで時間を要することから、当該計器の健全性を速やかに確認す

る必要があるため、今後分解点検に代わる実流量試験等による健全性確認の可否に

ついても検討する。 

 

４．健全性確認結果 

  「３．健全性の確認方法」に基づき、２号機、３号機及び４号機において点検間隔

を超過した計器等であって、保安規定でプラント停止中に機能要求がある系統に属す

る計器９３台のうち、体積式流量計５台を除く８８台について点検を実施した。この

結果、８５台は「健全性問題なし」と判定し、３台は計器単体での校正前データが許

容精度内にないことから「安全性への影響評価要」と判定した。なお、「安全性への影

響評価要」と判定した計器は、許容精度内へ校正を実施した。 

（添付資料－２） 

表２ 「安全性への影響評価要」と判定した計器一覧 

 

No. 号機 Tag. No 計器名称 許容精度 点検結果 評価結果 

１ ３号機 C51-NI601A ＳＲＭ対数計数率（Ａ） ±1.50% -2.22% 否※４ 

２ ３号機 T31-L/PR621

サプレッションプール水位 

サプレッションチェンバ圧力 

（アナログ値） 

±0.50% 
指示（ペン） 

動作不調 
否※４ 

３ ３号機 T22-DPT014B R/B-外気差圧（東側） ±0.40% -0.49% 否※４ 

※４：「６．安全性への影響評価結果」に示すとおり、プラントの安全性に与える影響はなかったことを確認している。 

 

５．安全性への影響評価方法 

  ２号機、３号機及び４号機において点検間隔を超過した計器等のうち、保安規定で

プラント停止中に機能要求がある系統に属する計器９３台について、以下の方法によ

り安全性への影響を評価する。 

（添付資料－１） 

（１）「健全性問題なし」と判定した計器の安全性への影響評価 

   「４．健全性確認結果」において「健全性問題なし」と判定した計器については、

プラントの安全性に与える影響はないものと判定する。 
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（２）「安全性への影響評価要」と判定した計器の安全性への影響評価 

   「４．健全性確認結果」において「安全性への影響評価要」と判定した計器及び

健全性の確認が実施できなかった体積式流量計５台については、以下の方法により

プラントの安全性への影響を評価する。 

① 計器が故障しておらず校正可能であることを確認した上で、以下の場合には

「プラントの安全性に与える影響なし」と判定する。 

ａ．計器単体の校正前データが計器単体の許容精度外であっても、「計器ループに

おける校正前データ」が計器ループにおける許容精度内である場合。または、

「計器単体の校正前データから計器ループ誤差を計算した結果」が計器ループ

における許容精度内である場合。 

ｂ．当該計器の校正前データから得られた最大誤差を非保守側に加味した場合で 

も、保安規定に定める運転上の制限を逸脱していないこと、定例試験における

判定基準を満足していることが確認できる場合。 

ｃ．当該計器が故障していたとしても他に健全性が確認されている計器がある  

等、別の手段により保安規定に定める運転上の制限を逸脱していないこと、定

例試験における判定基準を満足していることが確認できる場合。 

② 計器の健全性の確認が実施できない場合でも、別の手段により当該計器に求め

られている目的が達成できる場合には、「プラントの安全性に与える影響なし」

と判定する。 

③ 上記①、②により「プラントの安全性に与える影響なし」と判定できない場合

は、「プラントの安全性に与える影響あり」と判定する。 

 

６．安全性への影響評価結果 

  「５．安全性への影響評価方法」に基づき安全性への影響を評価した結果、２号機、

３号機及び４号機において点検間隔を超過した計器等であって、保安規定でプラント

停止中に機能要求がある系統に属する計器９３台全てにおいて、プラントの安全性に

与える影響はなかったことを確認した。 

（添付資料－２） 

 

７．今後の予定 

  今後は、今回健全性確認・安全性への影響評価を実施した以外の計器等について順

次点検・校正を実施していくとともに、プラントの長期停止により保全が要求される

機器等の全てについて、点検計画が立案されていない機器等及び立案されているが当

該計画に基づく点検間隔を超過して点検が行われていない機器等の有無を確認する。

あわせて、今後の計器の点検・校正計画を具体的に立案する。 

 

８．添付資料 

（１）健全性確認及び安全性への影響評価フロー 
（２）健全性確認ならびに安全性への影響評価結果 

以 上 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

柏崎刈羽・２，３，４号機 

（対象：９３台） 

良 

否 

安全性への影響なし 

健全性問題なし 安全性への影響評価要 

健全性確認

安全性への影響評価

健全性確認及び安全性への影響評価フロー 

安全性への影響あり 

否 

可 

影響なし 

影響なし 

影響あり 

影響あり 

速やかに点検が

できるか

添付資料－１ 

5 

点検による 

健全性確認

安全性への 

影響評価

安全性への 

影響評価 



添付資料－２ 

 6

 

 

 

健全性確認ならびに安全性への影響評価結果 

 

 

 

添付１：健全性確認ならびに安全性への影響評価結果［第２号機］ 

 

 

添付２：健全性確認ならびに安全性への影響評価結果［第３号機］ 

 

 

添付３：健全性確認ならびに安全性への影響評価結果［第４号機］ 

 

 

別 紙：安全性への影響評価 
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良

6
C
5
1
-
Z
6
0
1
A

Ｓ
Ｒ
Ｍ
モ
ニ
タ
Ａ

±
0
.1
4
0
de
c

※
１

-
0
.0
9
7
de
c

※
１

良
－

－
－

良
－

良

7
C
5
1
-
Z
6
0
1
B

Ｓ
Ｒ
Ｍ
モ
ニ
タ
Ｂ

±
0
.1
4
0
de
c

※
１

-
0
.0
4
6
de
c

※
１

良
－

－
－

良
－

良

8
C
5
1
-
Z
6
0
1
C

Ｓ
Ｒ
Ｍ
モ
ニ
タ
Ｃ

±
0
.1
4
0
de
c

※
１

-
0
.0
4
6
de
c

※
１

良
－

－
－

良
－

良

9
C
5
1
-
Z
6
0
1
D

Ｓ
Ｒ
Ｍ
モ
ニ
タ
Ｄ

±
0
.1
4
0
de
c

※
１

-
0
.0
4
6
de
c

※
１

良
－

－
－

良
－

良

1
0

D
1
1
-
R
E
0
1
1
A

Ｓ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
（
Ｓ
Ｃ
ＩＮ

）
放

射
線

モ
ニ
タ
Ａ

±
2
0
.0
0
%

1
.6
0
9
%

良
－

－
－

良
－

良

1
1

D
1
1
-
R
E
0
1
1
B

Ｓ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
（
Ｓ
Ｃ
ＩＮ

）
放

射
線

モ
ニ
タ
Ｂ

±
2
0
.0
0
%

-
4
.6
1
0
%

良
－

－
－

良
－

良

1
2

D
1
1
-
R
R
6
1
1

非
常

用
ガ
ス
処

理
系

排
ガ
ス
放

射
線

モ
ニ
タ
（
Ｓ
Ｃ
ＩＮ

）
Ａ
，
Ｂ

±
0
.5
0
%

0
.0
0
%

良
－

－
－

良
－

良

1
3

D
1
1
-
R
E
0
4
1
A

排
気

筒
（
Ｓ
Ｃ
ＩＮ

）
放

射
線

モ
ニ
タ
Ａ

±
2
0
.0
0
%

0
.8
4
7
%

良
－

－
－

良
－

良

1
4

D
1
1
-
R
E
0
4
1
B

排
気

筒
（
Ｓ
Ｃ
ＩＮ

）
放

射
線

モ
ニ
タ
Ｂ

±
2
0
.0
0
%

-
0
.9
3
9
%

良
－

－
－

良
－

良

1
5

D
1
1
-
R
R
6
4
1

排
気

筒
放

射
線

モ
ニ
タ
（
Ｓ
Ｃ
ＩＮ

）
Ａ
，

Ｂ
±
0
.5
0
%

0
.0
0
%

良
－

－
－

良
－

良

1
6

T
2
2
-
F
R
6
0
1

Ｓ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
排

気
流

量
（
Ａ
）
（
Ｂ
）

±
0
.5
0
%

0
.0
0
%

良
－

－
－

良
－

良

備
考

健
全
性
確
認

※
１
　
de
c
（
デ
カ
ー
ド
）

対
数

目
盛

の
１
０
の

べ
き
数

計
器
組
み
合
わ
せ

健
全

性
確

認
結

果

安
全

性
へ

の
影

響
評

価

評
価

結
果

判
定

N
o

T
ag
.N
o

計
器

名
称

計
器
単
体

8

t1249929
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健
全

性
確

認
な
ら
び
に
安

全
性

へ
の

影
響

評
価

結
果

　
[第

３
号

機
]　

(2
/
3
)

許
容
精
度

点
検
結
果

評
価

結
果

許
容
精
度

測
定
・

計
算
結
果

評
価

結
果

備
考

健
全
性
確
認

計
器
組
み
合
わ
せ

健
全

性
確

認
結

果

安
全

性
へ

の
影

響
評

価

評
価

結
果

判
定

N
o

T
ag
.N
o

計
器

名
称

計
器
単
体

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
位

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力

（
ア
ナ
ロ
グ
値
）

±
0
.5
0
%

別
紙

（
３
）

参
照

否
－

－
－

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
位

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力

（
デ
ジ
タ
ル

値
）

±
0
.2
0
%

-
0
.1
0
%

良
－

－
－

1
8

T
3
1
-
L
T
0
2
1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
位

±
0
.4
0
%

0
.0
2
%

良
－

－
－

良
－

良

1
9

E
1
1
-
T
R
S
6
0
5

Ｒ
Ｈ
Ｒ
・
Ｆ
Ｐ
Ｃ
・
Ｃ
Ｕ
Ｗ
・
Ｒ
Ｃ
Ｗ
・

Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｗ
系

温
度

±
0
.5
0
%

0
.1
7
%

良
－

－
－

良
－

良

2
0

D
1
1
-
R
E
0
6
1

Ｒ
／

Ｗ
排

水
放

射
線

モ
ニ
タ

±
2
0
.0
0
%

1
.6
1
7
%

良
－

－
－

良
－

良

2
1

D
1
1
-
R
R
6
6
1

液
体

廃
棄

物
処

理
系

排
水

放
射

線
モ
ニ
タ

±
0
.5
0
%

0
.0
0
%

良
－

－
－

良
－

良

2
2

T
2
2
-
D
P
I6
1
4
A

Ｒ
／

Ｂ
－

外
気

差
圧

（
北

側
）

±
1
.5
0
%

0
.0
0
%

良
－

－
－

良
－

良

2
3

T
2
2
-
D
P
I6
1
4
B

Ｒ
／

Ｂ
－

外
気

差
圧

（
東

側
）

±
1
.5
0
%

0
.3
4
%

良
－

－
－

良
－

良

2
4

T
2
2
-
D
P
I6
1
4
C

Ｒ
／

Ｂ
－

外
気

差
圧

（
南

側
）

±
1
.5
0
%

1
.0
0
%

良
－

－
－

良
－

良

2
5

T
2
2
-
D
P
I6
1
4
D

Ｒ
／

Ｂ
－

外
気

差
圧

（
西

側
）

±
1
.5
0
%

-
0
.6
7
%

良
－

－
－

良
－

良

2
6

T
2
2
-
D
P
T
0
1
4
A

Ｒ
／

Ｂ
－

外
気

差
圧

（
北

側
）

±
0
.4
0
%

-
0
.0
8
%

良
－

－
－

良
－

良

2
7

T
2
2
-
D
P
T
0
1
4
B

Ｒ
／

Ｂ
－

外
気

差
圧

（
東

側
）

±
0
.4
0
%

-
0
.4
9
%

否
－

－
－

否
評

価
の

結
果

、
安

全
性
へ
の
影
響
は
な
い

良
別

紙
（
４
）
参

照

2
8

T
2
2
-
D
P
T
0
1
4
C

Ｒ
／

Ｂ
－

外
気

差
圧

（
南

側
）

±
0
.4
0
%

0
.1
2
%

良
－

－
－

良
－

良

2
9

T
2
2
-
D
P
T
0
1
4
D

Ｒ
／

Ｂ
－

外
気

差
圧

（
西

側
）

±
0
.4
0
%

0
.3
0
%

良
－

－
－

良
－

良

別
紙

（
３
）
参

照
評

価
の

結
果

、
安

全
性
へ
の
影
響
は
な
い

良
1
7

否
T
3
1
-
L
/
P
R
6
2
1

9



健
全

性
確

認
な
ら
び
に
安

全
性

へ
の

影
響

評
価

結
果

　
[第

３
号

機
]　

(3
/
3
)

許
容
精
度

点
検
結
果

評
価

結
果

許
容
精
度

測
定
・

計
算
結
果

評
価

結
果

備
考

健
全
性
確
認

計
器
組
み
合
わ
せ

健
全

性
確

認
結

果

安
全

性
へ

の
影

響
評

価

評
価

結
果

判
定

N
o

T
ag
.N
o

計
器

名
称

計
器
単
体

3
0

P
9
1
-
C
E
-

R
B
0
3
A
(A
)

－
－

－
－

3
1

P
9
1
-
C
IT
-

R
B
0
3
A
(A
)

－
－

－
－

3
2

P
9
1
-
C
E
-

R
B
0
3
A
(B
)

－
－

－
－

3
3

P
9
1
-
C
IT
-

R
B
0
3
A
(B
)

－
－

－
－

3
4

P
9
1
-
C
R
S
6
1
0

原
子

炉
水

導
電

率
±
1
.5
5
%

±
0
.5
0
%

※
２

-
1
.0
0
%

0
.0
0
%

※
２

良
－

－
－

良
－

良

※
２
上

段
は

０
～

１
０
の

レ
ン
ジ

下
段

は
１
０
～

１
０
０

の
レ
ン
ジ

3
5

P
1
1
-
F
Q
T
0
0
7

原
子

炉
建

屋
純

水
補

給
水

流
量

評
価

の
結

果
、
安

全
性
へ
の
影
響
は
な
い

良
別

紙
（
１
）
参

照

3
6

P
1
1
-
F
Q
T
0
1
3

タ
ー
ビ
ン
建
屋
入
口

純
水

補
給

水
流

量
評

価
の

結
果

、
安

全
性
へ
の
影
響
は
な
い

良
別

紙
（
１
）
参

照

単
体

で
点

検
で
き
な

い
た
め
、
組

み
合

わ
せ
て
健
全
性
を
確
認

単
体

で
点

検
で
き
な

い
た
め
、
組

み
合

わ
せ
て
健
全
性
を
確
認

良

±
0
.4
0
%

0
.0
4
%

良
良

良

良 良

原
子

炉
水

導
電

率

原
子

炉
水

導
電

率

後
日

点
検

等
を
実

施

±
0
.4
0
%

0
.0
8
%

後
日

点
検

等
を
実

施

10



健
全

性
確

認
な

ら
び

に
安

全
性

へ
の

影
響

評
価

結
果

　
[第

４
号

機
]　

(1
/
3
)

許
容

精
度

点
検

結
果

評
価

結
果

許
容

精
度

測
定

・
計

算
結

果
評

価
結

果

1
D

1
1
-
R

A
M

-
0
5
8
A

-
-

-
-

2
D

1
1
-
R

E
-
0
5
8
A

-
-

-
-

3
D

1
1
-
R

IS
-
0
5
8
A

-
-

-
-

4
D

1
1
-
R

A
M

-
0
5
8
B

-
-

-
-

5
D

1
1
-
R

E
-
0
5
8
B

-
-

-
-

6
D

1
1
-
R

IS
-
0
5
8
B

-
-

-
-

7
D

1
1
-
R

R
-
6
5
8

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
ガ

ス
放

射
線

モ
ニ

タ
A

,B
（
S
C

IN
）

±
0
.5

0
%

0
.0

0
%

良
-

-
-

良
-

良

8
D

1
1
-
R

A
M

-
0
4
7
A

-
-

-
-

9
D

1
1
-
R

E
-
0
4
7
A

-
-

-
-

1
0

D
1
1
-
R

IS
-
0
4
7
A

-
-

-
-

1
1

D
1
1
-
R

A
M

-
0
4
7
B

-
-

-
-

1
2

D
1
1
-
R

E
-
0
4
7
B

-
-

-
-

1
3

D
1
1
-
R

IS
-
0
4
7
B

-
-

-
-

1
4

D
1
1
-
R

R
-
6
4
7

排
気

筒
放

射
線

モ
ニ

タ
A

,B
（
Ｓ

Ｃ
ＩＮ

）
±

0
.5

0
%

0
.0

0
%

良
-

-
-

良
-

良

1
5

T
2
2
-
F
I-

6
1
6
A

Ｓ
Ｇ

Ｔ
Ｓ

排
気

（
Ａ

）
流

量
±

1
.5

0
%

-
0
.2

5
%

良
-

-
-

良
-

良

1
6

T
2
2
-
F
I-

6
1
6
B

Ｓ
Ｇ

Ｔ
Ｓ

排
気

（
Ｂ

）
流

量
±

1
.5

0
%

-
0
.2

5
%

良
-

-
-

良
-

良

1
7

T
2
2
-
S
Q

R
T
-
6
1
6
A

Ｓ
Ｇ

Ｔ
Ｓ

排
気

（
Ａ

）
流

量
±

0
.5

0
%

0
.0

6
%

良
-

-
-

良
-

良

安
全

性
へ

の
影

響
評

価

評
価

結
果

判
定 良 良 良

単
体

で
点

検
で

き
な

い
た

め
、

組
み

合
わ

せ
て

健
全

性
を

確
認

単
体

で
点

検
で

き
な

い
た

め
、

組
み

合
わ

せ
て

健
全

性
を

確
認

単
体

で
点

検
で

き
な

い
た

め
、

組
み

合
わ

せ
て

健
全

性
を

確
認

良

備
考

単
体

で
点

検
で

き
な

い
た

め
、

組
み

合
わ

せ
て

健
全

性
を

確
認

排
気

筒
放

射
線

モ
ニ

タ
Ｂ

（
S
C

IN
）

±
2
0
.0

%
3
.4

5
%

良良
良 良

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
ガ

ス
放

射
線

モ
ニ

タ
Ａ

（
S
C

IN
）

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
ガ

ス
放

射
線

モ
ニ

タ
Ｂ

（
S
C

IN
）

排
気

筒
放

射
線

モ
ニ

タ
Ａ

（
S
C

IN
）

±
2
0
.0

%

±
2
0
.0

%

良
良

±
2
0
.0

%
5
.6

3
%

良
良

-
3
.4

6
%

2
.0

8
%

T
ag

.N
o

N
o

健
全

性
確

認

健
全

性
確

認
結

果

計
器

単
体

計
器

組
み

合
わ

せ
計

器
名

称

11
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健
全

性
確

認
な

ら
び

に
安

全
性

へ
の

影
響

評
価

結
果

　
[第

４
号

機
]　

(2
/
3
)

許
容

精
度

点
検

結
果

評
価

結
果

許
容

精
度

測
定

・
計

算
結

果
評

価
結

果

安
全

性
へ

の
影

響
評

価

評
価

結
果

判
定

備
考

T
ag

.N
o

N
o

健
全

性
確

認

健
全

性
確

認
結

果

計
器

単
体

計
器

組
み

合
わ

せ
計

器
名

称

1
8

T
2
2
-
S
Q

R
T
-
6
1
6
B

Ｓ
Ｇ

Ｔ
Ｓ

排
気

（
Ｂ

）
流

量
±

0
.5

0
%

0
.1

9
%

良
-

-
-

良
-

良

1
9

E
1
1
-
T
R

S
-
6
0
1

原
子

炉
廻

り
系

統
プ

ロ
セ

ス
温

度
±

0
.5

0
%

-
0
.1

7
%

良
-

-
-

良
-

良

2
0

E
1
1
-
T
T
-
6
1
0
A

Ｒ
Ｈ

Ｒ
熱

交
換

器
（
Ａ

）
入

口
温

度
±

0
.5

0
%

0
.2

1
%

良
-

-
-

良
-

良

2
1

E
1
1
-
T
T
-
6
1
0
B

Ｒ
Ｈ

Ｒ
熱

交
換

器
（
Ｂ

）
入

口
温

度
±

0
.5

0
%

-
0
.1

9
%

良
-

-
-

良
-

良

2
2

D
1
1
-
R

A
M

-
0
8
2

-
-

-
-

2
3

D
1
1
-
R

E
-
0
8
2

-
-

-
-

2
4

D
1
1
-
R

IS
-
0
8
2

-
-

-
-

2
5

D
1
1
-
R

R
-
6
8
2

液
体

廃
棄

物
処

理
系

排
水

放
射

線
モ

ニ
タ

±
0
.5

0
%

0
.0

0
%

良
-

-
-

良
-

良

2
6

T
2
2
-
D

P
I-

6
1
8
A

Ｒ
／

Ｂ
－

外
気

差
圧

(北
側

)
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1
.5

0
%

±
0
.3

4
%
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-
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-

良
-

良

2
7

T
2
2
-
D

P
I-

6
1
8
B

Ｒ
／

Ｂ
－
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気

差
圧

(東
側

)
±

1
.5

0
%

0
.3

4
%

良
-

-
-

良
-

良

2
8

T
2
2
-
D

P
I-

6
1
8
C

Ｒ
／

Ｂ
－

外
気

差
圧

(南
側

)
±

1
.5

0
%

±
0
.3

4
%

良
-

-
-

良
-

良

2
9

T
2
2
-
D

P
I-

6
1
8
D

Ｒ
／

Ｂ
－

外
気

差
圧

(西
側

)
±

1
.5

0
%

0
.3

4
%

良
-

-
-

良
-

良

3
0

T
2
2
-
D

P
T
-
0
1
8
A

Ｒ
／

Ｂ
－

外
気

差
圧

(北
側

)
±

0
.5

0
%

-
0
.1

5
%

良
-

-
-

良
-

良

3
1

T
2
2
-
D

P
T
-
0
1
8
C

Ｒ
／

Ｂ
－

外
気

差
圧

(南
側

)
±

0
.5

0
%

-
0
.2

7
%

良
-

-
-

良
-

良

3
2

T
2
2
-
D

P
T
-
0
1
8
D

Ｒ
／

Ｂ
－

外
気

差
圧

(西
側

)
±

0
.5

0
%

-
0
.0

7
%

良
-

-
-

良
-

良

3
3

T
2
2
-
I/

O
-
6
1
8
A

Ｒ
／

Ｂ
－

外
気

差
圧

(北
側

)
±

0
.3

0
%

0
.1

2
%

良
-

-
-

良
-

良

3
4

T
2
2
-
I/

O
-
6
1
8
B

Ｒ
／

Ｂ
－

外
気

差
圧

(東
側

)
±

0
.3

0
%

0
.1

6
%

良
-

-
-

良
-

良良

単
体

で
点

検
で

き
な

い
た

め
、

組
み

合
わ

せ
て

健
全

性
を

確
認

液
体

廃
棄

物
処

理
系

排
水

放
射

線
モ

ニ
タ

±
2
0
.0

%
2
.7

2
%

良
良
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結
果
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４
号

機
]　

(3
/
3
)

許
容

精
度

点
検

結
果

評
価

結
果

許
容

精
度

測
定

・
計

算
結

果
評

価
結

果

安
全

性
へ

の
影

響
評

価

評
価

結
果

判
定

備
考

T
ag

.N
o

N
o

健
全

性
確

認

健
全

性
確

認
結

果

計
器

単
体

計
器

組
み

合
わ

せ
計

器
名

称

3
5

T
2
2
-
I/

O
-
6
1
8
C

Ｒ
／

Ｂ
－

外
気

差
圧

(南
側

)
±

0
.3

0
%

0
.1

8
%

良
-

-
-

良
-

良

3
6

T
2
2
-
I/

O
-
6
1
8
D

Ｒ
／

Ｂ
－

外
気

差
圧

(西
側

)
±

0
.3

0
%

0
.1

7
%

良
-

-
-

良
-

良

3
7

R
4
3
-
P

IS
-
3
6
2
A

空
気

だ
め

圧
力

（
自

動
用

）
±

1
.5

0
%

-
0
.8

0
%

良
-

-
-

良
-

良

3
8

R
4
3
-
P
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-
3
6
2
B

空
気

だ
め

圧
力

（
自

動
用

）
±

1
.5

0
%

0
.0

0
%

良
-

-
-

良
-

良

3
9
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4
4
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P
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3
6
2
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空
気

だ
め
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±

1
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%

0
.0

0
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-
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良
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良
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0

B
2
1
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6
7
0
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原
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水
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検
時
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り
用
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±

1
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0
%

0
.3

9
%

良
-

-
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良
-

良

4
1

B
2
1
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T
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0
7
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原
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水
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検
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水
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り
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±
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0
%

-
0
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%

良
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良
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サ
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ジ
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±
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%
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水
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-
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良
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サ
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±
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±
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.0

0
%

良
-

-
-

良
-

良

※
１
上

段
は

０
～

１
０
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０

０
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ン
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6
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C

E
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R

B
1
5

-
-

-
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4
7
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9
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C
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B
1
5

-
-

-
-
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1
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F
Q

T
-
0
1
0

Ｍ
Ｕ

Ｗ
Ｐ

タ
ー
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建
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給
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積
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良
別
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１
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F
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2

Ｍ
Ｕ

Ｗ
Ｐ
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子

炉
建
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、
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１

）
参

照

良
単
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／
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0
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2
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点
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後
日

点
検

等
を

実
施
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安全性への影響評価 

号 機 ２，３，４号機 

計器情報 

 

号機 計器名称（計器番号） 測定範囲 計器種類

２号機 
原子炉建屋純水補給水流量 

（P11-FQT009） 
35～240m3/h 

（間欠） 
積算計 

原子炉建屋純水補給水流量 

（P11-FQT007） 
35～240m3/h 

（間欠） 
積算計 

３号機 
タービン建屋入口純水補給水流量

（P11-FQT013） 
8～60m3/h 

（間欠） 
積算計 

ＭＵＷＰタービン建屋補給水積算流量計

（P11-FQT-010） 
16～84m3/h 

（間欠） 
積算計 

４号機 
ＭＵＷＰ原子炉建屋補給水積算流量計

（P11-FQT-102） 
15～110m3/h 

（間欠） 
積算計 

プラント各建屋での補給水量の監視 

【保安規定に定める運転上の制限値】 

な し 用 途 関 連 

情 報 【定例試験における判定値】 

な し 

安全性への  

影響評価 

「純水補給水流量」は、原子炉一次系からの異常な漏えいを、日々の補給水量の

変動により早期に検知することを目的として監視しているものである。 

なお、当該補給水量を確認できない場合であっても、プラント停止時における原

子炉一次系からの漏えいは、格納容器内外に設置されている原子炉建屋、タービン

建屋等のサンプの警報機能※により検知可能である。また、格納容器内外のパトロー

ルを毎日実施していることから、漏えいの有無を確認可能である。 

これまでに、上記による異常はなかったことから、安全性への影響はなかったも

のと考える。 

なお、今後点検が完了するまでの間は、同様に監視することにより、安全性への

影響がないことを確認していくものとする。 

 

※ サンプに流入する水を汲み上げるポンプの運転時間が長くなると異常な水が流

れ込んでいるとして警報を発する機能。また、サンプ水位が高くなると警報を発

する機能。 

備 考 

当該計器は、体積式流量計である。体積式流量計は升で直接流量をはかる実測式

であり、ドリフト要素はもたない。また、実測式であるため、回転子軸受の摩耗や

ゴミ噛み等で、歯車が回転しなくなる様な故障が確認されなければ、当該計器は正

常に作動していると考える。 

 

 

 

 

 

別紙（１）
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安全性への影響評価 

号 機 ３号機 

計器情報 

■ 計器番号：Ｃ５１－ＮＩ６０１Ａ 
■ 測定項目：中性子源領域モニタ（Ａ）対数計数率 
■ 計測範囲：１×１０－１～１×１０６cps 
■ 計器種類：指示計 

原子炉中性子束監視 

【保安規定に定める運転上の制限値】 

＜保安規定第２７条（計測及び制御設備）＞ 表 27-2-2 

１．中性子源領域モニタ 

原子炉の状態が起動，高温停止，冷温停止及び燃料交換の場合は毎日

１回，当直長は，計数率が３cps 以上であることの確認を行う。 

用 途 関 連 

情 報 

【定例試験における判定値】 

な し 

安全性への 

影響評価 

 

■ 計器単体の校正前データを用いたループ誤差計算の結果 

 

計器ループにおける 

許容精度 

計器ループにおける 

計算結果 
結果 

±２．６９％ ±２．３７％ 許容精度内 

 

■ 計器ループにおける計算結果は上表のとおり、許容精度内であることから、安

全性への影響はない。 

備 考 

 

 

別紙（２）
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安全性への影響評価 

号 機 ３号機 

計器情報 

■ 計器番号：Ｔ３１－Ｌ／ＰＲ６２１ 
■ 測定項目：サプレッションプール水位 
■ 計測範囲：－５００ｍｍ～＋５００ｍｍ 
■ 計器種類：記録計 

サプレッションプールの水位監視 

【保安規定に定める運転上の制限値】 

＜保安規定第４０条（非常用炉心冷却系その２）＞ 

非常用炉心冷却系について、原子炉の状態が冷温停止及び燃料交換にお

いて、サプレッションプールを水源とする場合は、サプレッションプール

水位が「－４，４６０ｍｍ以上」あること 

用 途 関 連 

情 報 

【定例試験における判定値】 

な し 

安全性への 

影響評価 

■ 当該記録計の点検の際、ペンの動きが鈍く注油する手入れを行ったため、ペン

指示値（アナログ）の校正前データを採取できなかったが、同記録計のデジタ

ル指示値の校正前データは採取しており許容精度内であった。サプレッション

プールの水位についてはデジタル値で監視できていることから、安全性への影

響はない。 

 

■ 当該記録計（-500～+500mm）に対して、保安規定に定める運転上の制限値は

-4,460mm であり、当該計器校正前に誤差が生じていたと仮定しても、影響を与

えるものではない。 

 

 

 

備 考 

 

 

 

別紙（３）
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安全性への影響評価 

号 機 ３号機 

計器情報 

■ 計器番号：Ｔ２２－ＤＰＴ０１４Ｂ 

■ 測定項目：Ｒ／Ｂ－外気差圧（東側） 

■ 計測範囲：－０．５ｋＰａ～０．１ｋＰａ 

■ 計器種類：電気式変換器 

Ｒ／Ｂ－外気差圧監視 

【保安規定に定める運転上の制限値】 

な し 

（外気差圧の測定値に対する直接的な制限値はない。保安規定の制限値は

「原子炉建屋原子炉棟の機能が健全であること」） 

用 途 
関 連 

情 報 

【定例試験における判定値】 

な し 

安全性への  

影響評価 

 

■ 計器単体の校正前データを用いたループ誤差計算の結果 

 

計器ループにおける 

許容精度 

計器ループにおける 

計算結果 
結果 

±１．５８％ 

（±０．００９５ｋＰａ） 

±０．６３％ 

（±０．００３８ｋＰａ） 
許容精度内 

 

■ 計器ループにおける計算結果は許容精度内であることから、安全性への影響は

ない。 

 

備 考  

 

別紙（４）
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